
市報 いしのまき 　令和２年（2020年）２月号 14

いしぴょん いしぴぃ

プラス

静かな音楽が流れる中でポーズの練習

笑顔でヨガを習う会員

昨
年
１
月
、市
内
で
行
わ
れ
た
文
化
財

防
火
訓
練
の
様
子

　

佐
々
木
代
表
は「
体
が
楽
に

な
り
ま
し
た
。足
が
痛
か
っ
た

の
で
す
が
血
行
が
良
く
な
り
、

普
段
気
に
留
め
な
い
呼
吸
も
腹

式
呼
吸
を
意
識
す
る
こ
と
で
体

調
が
良
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
」と
効
果
に
納
得
の
笑
顔
。

「
そ
れ
に
、仲
間
と
一
緒
に
笑
い

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
心
の
健
康

に
も
い
い
の
か
も
」と
付
け
加

え
ま
す
。

　
ヨ
ガ
は
身
体
の
ゆ
が
み
な
ど

を
直
し
、自
然
治
癒
力
を
高
め
、

体
内
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

肩
凝
り
や
腰
痛
、更
年
期
な
ど

慢
性
的
な
症
状
の
緩
和
が
図
ら

れ
、シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
効
果
も

期
待
で
き
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

講
師
の
笠
さ
ん
は「
年
齢
に

関
係
な
く
、初
心
者
や
体
を
動

か
す
こ
と
が
苦
手
な
人
で
も
大

丈
夫
。大
切
な
の
は
無
理
を
し

な
い
こ
と
。で
き
る
範
囲
で
マ

イ
ペ
ー
ス
で
続
け
て
く
だ
さ

い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。連
絡
先
は

佐
々
木
代
表
０
２
２
５（
67
）

２
５
７
４
。

　
古
代
イ
ン
ド
発
祥
の
健
康
法

と
し
て
知
ら
れ
る
ヨ
ガ
を
通
じ

た
健
康
増
進
に
加
え
、北
上
地

区
内
外
の
人
た
ち
と
の
交
流
を

図
り
た
い
。北
上
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ

は
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
平
成

28
年
６
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、60
、70
歳
代
の
女
性
を
中

心
に
会
員
18
人
が
毎
月
第
２
日

曜
日
、女
川
集
会
所
で
開
か
れ

る
教
室
で
習
っ
て
い
ま
す
。

　

発
足
の
き
っ
か
け
は
、現
ク

ラ
ブ
代
表
の
佐
々
木
隆
子
さ
ん

（
68
）ら
が
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
笠
安
子
さ
ん（
石
巻

市
）の
教
室
に
参
加
し
、興
味
を

も
っ
た
こ
と
。24
年
６
月
に
完

成
し
た
女
川
集
会
所
の
有
効
利

用
に
も
な
る
と
考
え
、笠
さ
ん

に
講
師
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

ヨ
ガ
は
、サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語（
イ
ン
ド
な
ど
で
用
い
ら
れ

た
古
代
語
）で「
つ
な
が
り
」を

意
味
し
て
い
ま
す
。心
と
体
、

魂
が
つ
な
が
っ
た
状
態
の
こ

と
。独
特
の
呼
吸
方
法
と
姿
勢

（
ポ
ー
ズ
）、瞑め

い

想そ
う

の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
、心
身
の
緊
張
を

ほ
ぐ
し
、心
の
安
定
と
安
ら
ぎ

を
得
る
も
の
で
す
。

　

教
室
で
は
、ス
ト
レ
ッ
チ
で

入
念
に
筋
肉
や
関
節
を
ほ
ぐ
し

た
後
、段
階
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
ポ
ー
ズ
を
習
い
、心
地
よ

い
汗
を
流
し
ま
す
。会
員
は
、そ

の
日
に
習
っ
た
こ
と
を
自
宅
に

帰
っ
て
反
復
し
、地
道
に
練
習

を
続
け
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ズ
と
呼
吸
、瞑
想

心
身
の
安
定
に
効
果
大

北
上
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
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　市復興まちづくり情報交流館中央館長のリチャード・ハルバー
シュタットさん（54）が、母国・英国と日本の友好関係に貢献した功
績で11月28日、日英協会（東京）の協会賞を受賞しました。リチャー
ドさんは平成５年から石巻に移住し、石巻専修大学の講師、准教授な
どを歴任。平成27年３月に開館した情報交流館中央館のスタッフと
なり、同年６月から館長を務めています。日本人には流ちょうな日本
語で、外国人にはネーティブな英語で、自らの避難生活体験も交え、
東日本大震災の様子や復興事業などを説明します。パンフレットな
どの英訳も手掛け、観光振興にも力を入れます。受賞を励みに「今後
も石巻に精通した長所を生かして、まちの情報と魅力を国内外に発
信していきます」と抱負を語ります。

友好貢献で日英協会賞を受賞
まちづくり情報交流館中央館・リチャード館長
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世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
法
隆
寺
の
境
内
に
建
つ
世
界

最
古
の
木
造
建
築
物
で
あ
る
金

堂
。そ
の
壁
画
に
描
か
れ
た
約

１
３
０
０
年
前
の
飛
鳥
時
代
の

仏
教
絵
画
は
、世
界
的
傑
作
と

し
て
そ
の
価
値
が
認
め
ら
て
お

り
、昭
和
初
期
か
ら
写
真
撮
影

や
模
写
、合
成
樹
脂
に
よ
る
壁

面
の
強
化
に
よ
り
、保
存
し
記

録
す
る
文
化
財
保
護
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。と

こ
ろ
が
、そ
の
作
業
の
最
中
の

昭
和
24
年
、堂
内
で
火
災
が
発

生
し
、壁
画
の
大
半
が
焼
失
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
の
事
件

を
契
機
に
、火
災
な
ど
の
災
害

に
よ
る
文
化
財
保
護
の
危
機
を

懸
念
す
る
世
論
が
高
ま
り
，昭

和
25
年
に
文
化
財
の
保
護
に
関

す
る「
文
化
財
保
護
法
」が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
昭
和
30

年
、文
化
財
保
護
の
強
化
と
徹

底
を
図
る
た
め
の
普
及
啓
発
事

業
の
一
環
と
し
て
、法
隆
寺
金

堂
壁
画
が
焼
失
し
た
日
で
あ

る
１
月
26
日
を「
文
化
財
防
火

デ
ー
」と
定
め
、全
国
的
に
文
化

財
防
火
運
動
を
展
開
し
、火
災

の
み
な
ら
ず
震
災
や
そ
の
他
の

災
害
か
ら
文
化
財
を
守
り
、文

化
財
愛
護
の
意
識
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
発
生
し
た
二
つ
の
世
界

遺
産
、ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂

と
首
里
城
正
殿
等
の
焼
失
事
件

が
世
界
の
人
々
に
衝
撃
を
与
え

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
も
の
で

す
。し
か
し
、岐
阜
県
白
川
村
で

発
生
し
た
火
災
で
は
、毎
年
実

施
し
て
い
る
消
化
訓
練
が
生
か

さ
れ
、世
界
遺
産
の
合
掌
造
り

の
集
落（
白
川
郷
）へ
の
延
焼
を

食
い
止
め
た
、と
い
う
事
例
も

あ
り
ま
す
。本
市
で
も
80
余
件

の
登
録
、指
定
文
化
財
を
有
し

て
い
ま
す
が
、毎
年
、文
化
財
防

火
デ
ー
の
前
後
に
、消
防
署
や

地
元
住
民
、地
元
消
防
団
の
協

力
を
得
な
が
ら
、各
地
区
輪
番

で
文
化
財
防
火
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
法
の
制
定
か

ら
、今
年
は
ち
ょ
う
ど
70
年
に

生
涯
学
習
課

地
域
の
宝 

次
世
代
に
継
承

文
化
財
保
護
法
制
定
70
年

な
り
ま
す
。歴
史・文
化
を
理
解

し
、将
来
の
国
の
発
展
、向
上
の

た
め
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財

は
、一
度
失
わ
れ
れ
ば
二
度
と

取
り
戻
せ
な
い
こ
と
を
自
覚

し
、現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は

国
、地
域
の
宝
を
次
世
代
に
継

承
し
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま

す
。
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河 南

　セイホクパーク石巻（市総合運動公園）にある石巻トレーニングセンターで
12月の日曜日、オープン１周年記念プログラムが開かれました。1日はウエー
トトレーニング、８日はストレッチセミナー、15日は体幹コンディショニング
講習会、22 日はヒップラインエクササイズとボディメイクの栄養学セミナー。
延べ 113 人が受講し、専門講師から効果的な運動法、食事法などを学びました。

　「伸ばそう健康寿命」と題し
た健康講座（河南地域住民自
治協議会広渕地区部会主催）
が12月14日、広渕小学校で開
かれました。東北文化学園大
学との連携事業で、看護学科
講師の荒木とも子さんが認知
症予防について話し、保健福
祉学科の佐藤敬広准教授がタ
オルなどを使った手軽な健康体操を指導しました。住民ら70人が参加し、
認知症やメタボへの意識を高めました。

　県警音楽隊の音楽会（ＮＰ
Ｏ法人雄勝まちづくり協会な
ど共催）が12月8日、雄勝小・
中学校で開かれました。「安全
安心な雄勝の明日へ」をテー
マとした2部構成。第1部は河
北警察署雄勝駐在所長の内海
誠さん（渡波地区出身）がバイ
オリンを独奏。第2部では、音
楽隊が「ジングルベル」「パプリカ」のほか演歌や映画音楽を披露しまし
た。迫力のある生演奏に住民らから盛んな拍手が送られました。

　年末イベント「にっこり歳
の市」が12月22日、北上観光
物産交流センター駐車場で
開かれました。地元名産のミ
ズダコ、マダコやホタテ、ワカ
メ、昆布、フノリなどの海産物
に加え、北上産のトマトや今
年から栽培を始めたというセ
リ、冬野菜の大根、ネギなども
販売。南極海の調査捕鯨で捕った鯨肉を市民に提供する特別頒布会もあ
り、正月準備用の食材として求める人たちでにぎわいました。

　道の駅「上品の郷」の農産
物直売所「ひたかみ」で 12
月 29 日、年末恒例の「みそ
か市」が開かれました。旬の
「河北セリ」やネギや大根、
白菜などの農産物を特別価格
で販売。多彩な海産物の加工
品も人気を集めました。色鮮
やかな正月飾りや切り餅、松
の葉を組み合わせた生花も並んだほか、現金つかみ取りや商品券が当た
る抽選会もあり、多くの買い物客でにぎわいました。

　鮎川を舞台にした高倉健さ
ん主演の映画「鯨と斗

たたか
う男」

（昭和32年、東映）の60年ぶり
となる地元上映会が11月30
日、「ホエールタウンおしか」
の牡鹿半島ビジターセンター
で開かれました。捕鯨が全盛
期だった頃の「鯨のまち」とし
て活気づく鮎川の街並みや鯨
まつりなどが映し出され、100人を超える来場者は当時を懐かしみなが
ら観賞していました。

　第42回桃生地区芸能祭が
12月１日、桃生公民館で開か
れました。地区内で活動する
19団体が出演。桃生中学校総
合文化部のブラスバンド演奏
やカラオケ教室、舞踊団体に
よる歌と踊りが披露されたほ
か、スコップ三味線の演奏、マ
ジックショーなどもあり、会
場を沸かせました。最後は地元小学生も加わった郷土芸能「はねこ踊り」
でにぎやかに締めくくりました。

健康寿命伸ばし 生き生きと

効 果 的 な 運 動 法 な ど 学 ぶ

駐在所長さん、バイオリン独奏

正 月 食 材 求 め 多 く の 人 出

正 月 飾 り な ど 販 売 し 活 況

60年ぶり 地元上映に沸く

にぎやかに歌い、踊り、演奏

石
巻
ト
レ
セ
ン
で
１
周
年
プ
ロ
グ
ラ
ム

広
渕
地
区
で
健
康
講
座

県
警
音
楽
隊
が
音
楽
会

「
に
っ
こ
り
歳
の
市
」に
ぎ
わ
う

上
品
の
郷「
み
そ
か
市
」

高
倉
健
さ
ん
主
演
の「
鯨
と
斗
う
男
」

地
区
芸
能
祭 

19
団
体
が
熱
演

雄 勝 河 北

石 巻

桃 生

牡 鹿 北 上

雄 勝 河 北

石 巻

桃 生

牡 鹿 北 上

河 南


